
「土木計画のための態度・行動変容研究 小委員会」 
代表者：藤井 聡（東京工業大学） 

 

1) 委員名簿（2005 年 5 月 27 日現在） 

 
大学関係者 

青木 俊明 東北工業大学建設システム工学科 
石田 東生 筑波大学システム情報工学研究科 
大森 宣暁 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻 
片田 敏孝 群馬大学工学部建設工学科 
金井 昌信 群馬大学工学部建設工学科 
佐々木邦明 山梨大学工学部土木環境工学科 
柴田 久 福岡大学工学部社会デザイン工学科 
高山 純一 金沢大学大学院自然科学研究科環境科学専攻 
田中 尚人 岐阜大学工学部社会基盤工学科都市デザイン講座 
谷口 綾子 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻 
谷口 守 岡山大学環境理工学部環境デザイン工学科 
土井 勉 神戸国際大学経済学部都市文化経済学科 
福田 大輔 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻 
藤井 聡 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻 
松村 暢彦 大阪大学大学院工学研究科ビジネスエンジニアリング専攻 
松本 昌二 長岡技術科学大学 環境・建設系 
山本 俊行 名古屋大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻 

 
シンクタンク・コンサルタント関係 

森島 仁 日建設計企画開発室 
安藤 良輔 財団法人豊田都市交通研究所 
酒井 弘 株式会社 まち創生研究所 
島田 敦子 (財)計量計画研究所 都市地域研究室 
須永 大介 (財)計量計画研究所 研究部 交通研究室 
大藤 武彦 株式会社 交通システム研究所 
高橋 勝美 財団法人計量計画研究所 交通政策研究室 
土居 聡 株式会社 交通システム研究所 
長谷川 哲郎 中央復建コンサルタンツ株式会社計画系グループ 
馬場 健司 (財)電力中央研究所 経済社会研究所 
細川 寛 中央復建コンサルタンツ株式会社鉄道系グループ 
牧村 和彦 (財)計量計画研究所 都市地域研究室 

 
行政関係者 

井坪 慎二 国土技術政策総合研究所 道路研究室 
塚田 幸広 国土技術政策総合研究所 道路研究室 
河田 守弘 国土交通省国土交通政策研究所 
檜垣 史彦 国土交通省国土交通政策研究所 
本田 豊 兵庫県阪神北県民局宝塚土木事務所（企画調整担当） 
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２) 昨年度秋大会以後の活動内容 

①「モビリティ・マネジメントの手引き」の出版（2005 年 5 月 10 日，土木学会より出版） 

- 出版に向けた編集会議を複数回開催 

- 委員会メンバーで分担執筆／相互確認 
 

②小委員会化に向けた準備活動 

- 準備会を開催 

開催日時  2005 年 5 月 16 日（月） 15:00～17:00 

開催場所  （社）土木学会事務局 D 会議室 

参加者   20 名 

主な議事  小委員会化に向けた議論．名称・分科会構成・目的・体制の確認． 

- ワークショップの発展的解消と小委員会委員の再公募 
 
 

３) 今年度の活動計画 

①各分科会の立ち上げ 

    ・モビリティ・マネジメント 分科会 （代表：小委員長兼任） 

    ・行動科学 分科会          （代表：山梨大学・佐々木邦明） 

    ・災害リスク 分科会        （代表：群馬大学・片田敏孝） 

    ・学校教育 分科会         （代表：大阪大学・松村暢彦） 

    ・景観 分科会           （代表：福岡大学・柴田 久） 

    ・公共受容 分科会         （代表：小委員長兼任） 

 

②各分科会毎に活動計画を検討し，それに沿った活動の推進． 

例）ワンデーセミナー開催，講習会開催，出版の計画，論文集特集号，企画セッション

の検討，等 
 
 

４) ワンデーセミナーなどの開催予定 

開催が決定している事項としては，「モビリティ・マネジメントの手引き」の講習会を開催． 
 

以上 
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小委員公募について（付録） 
IP_ML の皆様； 
 
土木学会計画学研究委員会では，平成 15 年度から， 
 
 「土木計画のための態度・行動変容研究ワークショップ」 
   （参照：http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/ws/） 
 
を設置して参りましたが，この度，ワークショップ（以下 WS）から， 
 
 「土木計画のための態度・行動変容研究小委員会」 
 
に改編する事といたしました． 
 
本小委員会は，以下のような分科会を立ち上げ，「態度・行動変容」というキーワードの下に，様々な分野で
の学術的・実務的可能性を探ることを目的としたものです． 
 
    ・モビリティ・マネジメント 分科会 （代表：小委員長兼任） 
    ・行動科学 分科会          （代表：山梨大学・佐々木邦明） 
    ・災害リスク 分科会        （代表：群馬大学・片田敏孝） 
    ・学校教育 分科会         （代表：大阪大学・松村暢彦） 
    ・景観 分科会            （代表：福岡大学・柴田 久） 
    ・公共受容 分科会         （代表：小委員長兼任） 
   ※ 以上に加えて「新領域検討分科会」にて， 
      その他の多様な可能性を探る予定にしております． 
 
   ※ 本日（5 月 27 日）時点での委員名簿は，下記を参照ください． 
       http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/ws/ABC_committee_list.doc 
   ※ 小委員会の趣旨等は，下記をご参照ください． 
 
つきましては，これまでのワークショップを一端，発展的に解消する形をとり，改めて，小委員会委員を公
募することといたしました．是非，小委員会への積極的な参加，お願い申し上げます． 
 
参加ご希望の方は，本メール文末のフォームにご記入の上， 
 
  ６月１０日（金）まで 
 
に，東工大の藤井（fujii@plan.cv.titech.ac.jp）までご連絡ください． 
 
皆様からの積極的なご参加，お待ち申し上げております． 
ご検討，どうぞよろしくお願い申し上げます． 
 
  東京工業大学 
   藤井 聡 
 
追伸： 
計画学春大会にて，第一回の小委員会を開催いたします．あわせて，小委員会の前日に，懇親会も開催いた
します．もしよろしければ，そちらの方にも，是非，ご参加ください． 
 
～～～～～～～～～～～～～記～～～～～～～～～～～～～～ 
 
    『土木計画のための態度・行動変容研究小委員会』 
            （小委員長：藤井 聡・東京工業大学） 
 
◇ 活動期間 ３年 （予定） 
 
◇ 小委員会の趣旨 
  土木計画上の目的を達成するためのアプローチには，様々なものが考えられるが，いずれのアプローチを
採用するにしても人々の暮らしや行動，あるいは，意識や態度を無視することは出来ない．例えば，混雑問
題や環境問題の場合には，人々のライフスタイルが過度に自動車を利用するものから，過度に自動車に依存
しない形態へと変容することが必要とされている．また，ロードプライシングや環境税といった人々に一定
の負担を強いる施策の導入を図る場合には，そうした施策に対する否定的な態度が肯定的な態度へと変容す
ることが必要となる．同様のことは，防災や景観やまち作りなどの様々な土木計画上の問題にも当てはまる． 
 しかしながら，このような態度の変容，あるいは，それを通じた自主的な行動変容を期待する研究は，そ
の社会的重要性に比べれば，未だ十分なものとは言い難い．本研究小委員会はこうした認識から，研究者，
実務者間相互の情報交換と共同活動の場を提供することで，交通，環境問題をはじめとする諸問題における
態度や行動の自発的変容に関する研究の発展，そしてとりわけ，行政施策としての可能性を検討し，実務的
展開を具体的に進めていくことを目的とするものである． 
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◇ 各分科会の活動方針 
下記分野の，他小委員会や他学会，あるいは，行政と積極的に連携をとりつつ，態度・行動変容研究の「学
術的発展」「実務的発展」の双方を進めていく． 
    ・モビリティ・マネジメント 分科会 （代表：小委員長兼任） 
    ・行動科学 分科会          （代表：山梨大学・佐々木邦明） 
    ・災害リスク 分科会        （代表：群馬大学・片田敏孝） 
    ・学校教育 分科会         （代表：大阪大学・松村暢彦） 
    ・景観 分科会            （代表：福岡大学・柴田 久） 
    ・公共受容 分科会         （代表：小委員長兼任） 
    ・新領域検討 分科会 
 ※各分科会の活動イメージは 
    http://www.plan.cv.titech.ac.jp/fujiilab/ws/download.html の 
   「土木計画のための態度・行動変容研究小委員会 準備会議事 」の 
   「資料③」をご参照ください． 
 ※ 資料③では記載されていませんが， 
   「行動科学 分科会」は， 
     広く「人間行動」に関する科学的知見は， 
     間接的・直接的に行動変容施策にとって 
     有益であるとの認識の下，行動科学研究を進めます． 
   「公共受容 分科会」は， 
     各種公共政策に対する一般の人々の心理（例えば「信頼」） 
     についての研究を進め，社会に資する公共事業の公共受容 
           （public acceptance）に関する知見を得ることを目指します． 
 
◇ 申し込み 
   下記フォームを東京工業大学・藤井（fujii@plan.cv.titech.ac.jp）までご送付ください． 
 
＝＝＝＝＝＝＝小委員会 委員申し込み＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
◇ お名前： 
◇ ご所属： 
◇ ご所属住所： 
 
◇ 電話番号： 
◇ ファックス番号： 
◇ メールアドレス： 
 
◇ 興味のあるテーマ 
  （  ）モビリティ・マネジメント 
  （  ）景観 
  （  ）災害リスク 
  （  ）学校教育 
  （  ）態度行動変容に関わる行動科学的研究 
  （  ）公共受容問題 
  （  ）その他 → （自由記述：                 ） 
 
◇ コメント 
  ＃興味のあるテーマについての追記など，ご自由にお書きください． 
  
 
 
◇ 第一回小委員会に （  ）参加する  （  ）参加しない 
    ※ ６月５日（日） １２：００～１３：００ 広島大学（会場未定） 
 
◇ 計画学初日の懇親会に （  ）参加する  （  ）参加しない 
    ※ ６月４日（土） ２1：００頃～  広島市内（会場未定） 
 
 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
 
                               以上 
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